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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】履き心地を損なうことなく、歩行時の正常な体
重移動を促すことができ、これにより、長時間歩いたと
きの身体の疲労を軽減することができる、中敷および履
物底を提供する。
【解決手段】中敷１０は、靴（履物）の底部を構成する
靴底（履物底）の上面に装着されるものであって、踵を
支持する踵支持部２６と、爪先を支持する爪先支持部２
８と、土踏まずを支持する土踏まず支持部３０とを有す
る中敷本体２２と、踵支持部２６に埋め込まれた補強部
材２４とを備え、補強部材２４は、踵支持部２６の外側
部を補強する第１補強部４４ａを有し、該第１補強部４
４ａの硬度は、踵支持部２６の硬度より高いことを特徴
とする。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　履物の底部を構成する履物底の上面に装着される中敷であって、
　踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部と、土踏まずを支持する土踏まず
支持部とを有する中敷本体と、
　前記踵支持部に埋め込まれた補強部材とを備え、
　前記補強部材は、前記踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有し、
　前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴とする、中敷。
【請求項２】
　前記補強部材は、前記踵支持部の内側部を補強する第２補強部と、前記踵支持部の後側
部を補強する第３補強部とをさらに有し、
　前記第２補強部および前記第３補強部のそれぞれの硬度は、前記踵支持部の硬度より高
いことを特徴とする、請求項１に記載の中敷。
【請求項３】
　前記補強部材の形状は略Ｕ字形状であり、
　前記第３補強部は略半円形に湾曲している、請求項２に記載の中敷。
【請求項４】
　前記第１補強部の前後方向長さは、前記第２補強部の前後方向長さより長い、請求項２
または３に記載の中敷。
【請求項５】
　前記踵支持部の上面における少なくとも外側部には、外側壁が上方に突出して形成され
ている、請求項１ないし４のいずれかに記載の中敷。
【請求項６】
　前記補強部材は、前記踵支持部の下面に設けられた凹部に嵌め込まれている、請求項１
ないし５のいずれかに記載の中敷。
【請求項７】
　地面に接触する接地面を有する本底と、
　前記本底の上面に設けられ、踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部と、
土踏まずを支持する土踏まず支持部とを有する中底と、
　前記踵支持部に埋め込まれた補強部材とを備え、
　前記補強部材は、前記踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有し、
　前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴とする、履物底。
【請求項８】
　地面に接触する接地面を有する本底と、
　前記本底の上面に設けられ、踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部と、
土踏まずを支持する土踏まず支持部とを有する中底とを備え、
　前記本底の上面には、前記踵支持部に埋め込まれ、前記踵支持部の外側部を補強する第
１補強部を有する補強突部が一体的に形成されており、
　前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴とする、履物底。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、歩行時の正常な体重移動を促すことによって身体の疲労を軽減することがで
きる、中敷および履物底に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歩行時の体重移動が正常に行われている場合には、まず、踵が地面に接触することによ
り踵に荷重が作用する。そして、この荷重が作用する点が、歩行動作に伴って足裏の外側
部を前方に移動し、その後、足裏の内側に方向を変えて、親指の付け根（母趾球）から親
指の先に到達する。しかし、実際には、個人の足の形状や、接地時の踵のぶれ等によって
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体重移動が正常に行われない場合があり、たとえば、歩行時の体重移動が足裏の外側部に
過度に偏って行われる場合には、膝の内側部等にかかる負荷が過大になって疲労が大きく
なる。
【０００３】
　このような課題を解決する従来技術として、特許文献１には、履物底の上面に外側部か
ら内側部に向かうに従って低くなる勾配を設けた履物が記載されている。この従来技術に
よれば、歩行時に足裏の外側部より内側に荷重を作用させることができるので、歩行時の
体重移動が足裏の外側部に過度に偏って行われるのを防止でき、膝の内側部等にかかる負
荷を軽減することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０８－９８７０１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載された従来技術では、履物底の上面が不自然に傾斜している
ので、履き心地が好ましくなく、長時間歩いたときの身体の疲労を十分に軽減することは
困難であった。
【０００６】
　本考案は、上記課題を解決するためになされたものであり、履き心地を損なうことなく
、歩行時の正常な体重移動を促すことができ、これにより、長時間歩いたときの身体の疲
労を軽減することができる、中敷および履物底を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本考案に係る中敷は、履物の底部を構成する履物底の上面
に装着される中敷であって、踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部と、土
踏まずを支持する土踏まず支持部とを有する中敷本体と、前記踵支持部に埋め込まれた補
強部材とを備え、前記補強部材は、前記踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有し、
前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴とする。
【０００８】
　この構成では、踵支持部における踵の外側部を支持する部分（外側部）が、踵支持部よ
り硬度の高い第１補強部によって補強されているので、踵支持部で支持された踵が外側へ
ぶれるのを防止できるとともに、歩行時の体重移動が足裏の外側部に過度に偏って行われ
るのを防止できる。また、従来技術（特許文献１）のように、履物底の上面を不自然に傾
斜させる必要がないので、履き心地が損なわれるのを防止することができる。
【０００９】
　前記補強部材は、前記踵支持部の内側部を補強する第２補強部と、前記踵支持部の後側
部を補強する第３補強部とをさらに有し、前記第２補強部および前記第３補強部のそれぞ
れの硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴としてもよい。
【００１０】
　この構成では、踵支持部における外側部、内側部および後側部のそれぞれが、踵支持部
より硬度の高い第１補強部、第２補強部および第３補強部によって補強されているので、
踵支持部で支持された踵のぶれを効果的に防止することができる。
【００１１】
　前記補強部材の形状は略Ｕ字形状であり、前記第３補強部は略半円形に湾曲していても
よい。
【００１２】
　この構成では、略半円形に湾曲した第３補強部が踵の表面（曲面）に沿って配置される
ので、踵支持部で支持された踵のぶれを効果的に防止することができる。
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【００１３】
　前記第１補強部の前後方向長さは、前記第２補強部の前後方向長さより長くてもよい。
【００１４】
　この構成では、歩行時に足裏の荷重が作用する点を、前後方向長さが短い第２補強部が
配置された側（すなわち足裏の内側）へ導くことができるので、当該点が足裏の外側部に
過度に偏って移動するのを防止して、膝の内側部等にかかる負荷を軽減することができる
。
【００１５】
　前記踵支持部の上面における少なくとも外側部には、外側壁が上方に突出して形成され
ていてもよい。
【００１６】
　この構成では、外側壁によって踵が外側へ過度にぶれるのを効果的に防止することがで
きる。
【００１７】
　前記補強部材は、前記踵支持部の下面に設けられた凹部に嵌め込まれていてもよい。
【００１８】
　この構成では、踵支持部の上面に補強部材が露出するのを防止することができるので、
踵支持部より硬度の高い補強部材で履き心地が損なわれるのを防止することができる。
【００１９】
　上記課題を解決するために、本考案に係る履物底は、地面に接触する接地面を有する本
底と、前記本底の上面に設けられ、踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部
と、土踏まずを支持する土踏まず支持部とを有する中底と、前記踵支持部に埋め込まれた
補強部材とを備え、前記補強部材は、前記踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有し
、前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いことを特徴とする。
【００２０】
　この構成では、踵支持部における踵の外側部を支持する部分（外側部）が、踵支持部よ
り硬度の高い第１補強部によって補強されているので、踵支持部で支持された踵が外側へ
過度にぶれるのを防止できるとともに、歩行時の体重移動が足裏の外側部に過度に偏って
行われるのを防止できる。また、従来技術（特許文献１）のように、履物底の上面を不自
然に傾斜させる必要がないので、履き心地が損なわれるのを防止することができる。
【００２１】
　上記課題を解決するために、本考案に係る履物底は、地面に接触する接地面を有する本
底と、前記本底の上面に設けられ、踵を支持する踵支持部と、爪先を支持する爪先支持部
と、土踏まずを支持する土踏まず支持部とを有する中底とを備え、前記本底の上面には、
前記踵支持部に埋め込まれ、前記踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有する補強突
部が一体的に形成されており、前記第１補強部の硬度は、前記踵支持部の硬度より高いこ
とを特徴とする。
【００２２】
　この構成は、踵支持部の外側部を補強する第１補強部を有する補強突部を、本底の上面
に一体的に形成したものである。
【考案の効果】
【００２３】
　本考案に係る中敷および履物底によれば、履き心地を損なうことなく、歩行時の正常な
体重移動を促すことができ、これにより、長時間歩いたときの身体の疲労を軽減すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】第１実施形態に係る中敷の構成を示す上面側から見た斜視図である。
【図２】第１実施形態に係る中敷の構成を示す下面側から見た分解斜視図である。
【図３】第１実施形態に係る中敷を用いた靴（履物）を示す分解斜視図である。
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【図４】第２実施形態に係る靴底（履物底）およびそれを用いた靴（履物）の構成を示す
分解斜視図である。
【図５】第３実施形態に係る靴底（履物底）およびそれを用いた靴（履物）の構成を示す
分解斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００２５】
　以下に、本考案の好ましい実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２６】
　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係る中敷１０の構成を示す上面側から見た斜視図であり、図２
は、中敷１０の構成を示す下面側から見た分解斜視図である。また、図３は、中敷１０を
用いた靴１２を示す分解斜視図である。
【００２７】
　図３に示すように、中敷１０は、靴１２の底部を構成する靴底１４の上面に着脱自在に
装着されるものである。ここで、靴１２は、「履物」の一種であり、地面に接触する接地
面１６ａを有する本底１６と、本底１６の上面１６ｂに一体的に設けられた中底１８と、
中底１８に接合された甲皮（アッパー）２０とを有している。そして、本底１６と中底１
８とによって「履物底」としての靴底１４が構成されており、甲皮（アッパー）２０の下
部に設けられた開口２０ａが靴底１４によって塞がれている。中敷１０は、甲皮（アッパ
ー）２０の上部に設けられた開口２０ｂから靴１２の内部に挿入され、靴底１４の上面１
４ａに装着される。なお、靴底１４の構成は、特に限定されるものではなく、たとえば３
つ以上の部材を積層して構成されてもよいし、中底１８を省略して本底１６だけで構成さ
れてもよい。
【００２８】
　図１および図２に示すように、中敷１０は、足裏に接することによって、足裏に作用す
る衝撃を吸収したり、踵のぶれ（特に外側への過度のぶれ）を防止したりするものであり
、中敷本体２２と、補強部材２４とを備えている。
【００２９】
　図１および図２に示すように、中敷本体２２は、踵支持部２６と爪先支持部２８と土踏
まず支持部３０とを有するシート状または板状の部材であり、ポリウレタン、エチレン－
酢酸ビニル樹脂（ＥＶＡ）およびゴム等のような弾性を有する材料（本実施形態では高密
度の発泡ポリウレタン）によって一体的に成形されている。また、中敷本体２２の上面２
２ａ（図１）には、足裏が接したときの触感や、通気性を向上するために、不織布、織布
、編布等の繊維構造体（図示省略）が一体的に接合されている。
【００３０】
　図１および図２に示すように、踵支持部２６は、足の踵を支持する部分であり、歩行時
に最初に荷重が作用する部分である。図１に示すように、踵支持部２６の上面２６ａにお
ける外側部、内側部および後側部には、踵の外側部、内側部および後側部のそれぞれを支
持する外側壁３４ａ、内側壁３４ｂおよび後側壁３４ｃが上方に突出して形成されている
。また、図２に示すように、踵支持部２６の下面２６ｂにおける外側部、内側部および後
側部には、補強部材２４が嵌め込まれる溝状の凹部２７が略Ｕ字形状に形成されている。
【００３１】
　図１および図２に示すように、爪先支持部２８は、足の爪先を支持する部分であり、歩
行時に最後に荷重が作用する部分である。歩行動作の最終段階では、爪先で地面を蹴るこ
とによって足を大きく前方に移動させるが、このとき、爪先支持部２８が適度な反発性（
弾性）を有していれば、足の蹴り出しがスムーズになり、身体にかかる負担を軽減するこ
とができる。爪先支持部２８に適度な反発性（弾性）を持たせるためには、爪先支持部２
８の硬度（ＳＲＩＳ０１０１に準じたアスカーＣ硬度：以下、同じ。）が４０～４５度で
あることが望ましく、本実施形態でもこの範囲内で爪先支持部２８の硬度が設計されてい
る。なお、爪先支持部２８の硬度は、硬質の材料を用いることによって高くすることが可
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能であり、また、密度を高めることによっても高くすることが可能である。
【００３２】
　図１および図２に示すように、土踏まず支持部３０は、足の土踏まずを支持する部分で
あり、踵支持部２６と爪先支持部２８との間に設けられている。図１に示すように、土踏
まず支持部３０の上面３０ａにおける外側部には、上記外側壁３４ａの前端部が上方に突
出して形成されており、土踏まず支持部３０の上面３０ａにおける内側部には、上記内側
壁３４ｂの前端部が上方に突出して形成されている。また、土踏まず支持部３０の上面３
０ａにおける幅方向中央部には、足裏形状に合致するように盛り上がった隆起部３６が形
成されている。したがって、靴１２を履いたときには、外側壁３４ａおよび内側壁３４ｂ
の前端部によって土踏まずの幅方向両側部が支持されるとともに、隆起部３６によって土
踏まずの幅方向中央部が支持され、土踏まずの縦アーチが安定的に保持される。
【００３３】
　また、図２に示すように、土踏まず支持部３０の下面３０ｂにおける内側部には、複数
の凹部４０ａを有する補強領域４０が構成されており、補強領域４０によって土踏まず支
持部３０の構造的強度が部分的に高められている。本実施形態における凹部４０ａの底面
視（または平面視）形状は、高い構造的強度が得られる六角形であり、複数の凹部４０ａ
が前後左右に並べて配置されている。これにより、補強領域４０の硬度は、爪先支持部２
８の硬度より高い５０～５５度になっている。したがって、靴１２を履いたときには、補
強領域４０で補強された土踏まず支持部３０の内側部によって足裏の縦アーチが崩れるの
を防止することができる。なお、凹部４０ａの形状は、特に限定されるものではなく、四
角形、五角形、八角形および円形等であってもよい。
【００３４】
　図２に示すように、補強部材２４は、踵支持部２６を部分的に補強するために踵支持部
２６に埋め込まれる部材であり、エチレン－酢酸ビニル樹脂（ＥＶＡ）、ポリウレタンお
よびゴム等のような弾性を有する材料（本実施形態では硬質ＥＶＡ）によって、底面視（
または平面視）形状が略Ｕ字形状となるように成形されている。補強部材２４は、踵支持
部２６の外側部を補強する第１補強部４４ａと、踵支持部２６の内側部を補強する第２補
強部４４ｂと、踵支持部２６の後側部を補強する第３補強部４４ｃとを有しており、第１
補強部４４ａおよび第２補強部４４ｂが前後方向に延びて直線状に形成されており、第３
補強部４４ｃが略半円形に形成されている。また、第１補強部４４ａの前後方向長さは、
第２補強部４４ｂの前後方向長さより長く設計されている。さらに、第１補強部４４ａ、
第２補強部４４ｂおよび第３補強部４４ｃのそれぞれの硬度は、踵支持部２６の硬度より
高く設計されている。本実施形態では、踵支持部２６の硬度が、爪先支持部２８の硬度と
同じ４０～４５度に設計されており、第１補強部４４ａ、第２補強部４４ｂおよび第３補
強部４４ｃのそれぞれの硬度が、踵支持部２６の硬度より高い７０～７５度に設計されて
いる。
【００３５】
　そして、図２に示すように、補強部材２４が、踵支持部２６の下面２６ｂに設けられた
凹部２７に嵌め込まれて接着されている。図１に示すように、補強部材２４を踵支持部２
６に埋め込んだ状態（すなわち補強部材２４を凹部２７に嵌め込んだ状態）では、外側壁
３４ａ、内側壁３４ｂおよび後側壁３４ｃが第１補強部４４ａ、第２補強部４４ｂおよび
第３補強部４４ｃによって下方から支持される。したがって、靴１２を履いたときには、
踵から受ける荷重によって、踵支持部２６の中央部が外周部より大きく沈下し、補強部材
２４、外側壁３４ａ、内側壁３４ｂおよび後側壁３４ｃよって踵が安定的に支持される。
【００３６】
　第１実施形態によれば、踵支持部２６において踵を安定的に支持することができるので
、踵のぶれを防止できるとともに、歩行時の体重移動が足裏の外側に過度に偏って行われ
るのを防止でき、正常な体重移動を促すことができる。また、図２に示すように、補強部
材２４は踵支持部２６の下面２６ｂに設けられた凹部２７に嵌め込まれており、踵支持部
２６の上面２６ａに露出することがないので、踵支持部２６より硬度が高い補強部材２４
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によって履き心地が損なわれるのを防止することができる。そして、補強部材２４におけ
る第１補強部４４ａの前後方向長さが、第２補強部４４ｂの前後方向長さより長いので、
歩行時に、足裏の荷重が作用する点を第２補強部４４ｂが配置された側（すなわち足裏の
内側）へ円滑に導くことができる。さらに、中敷１０の形状が、踵から土踏まずまでを包
み込むような独特な形状（すなわちアナトミー形状）であるため、足の負担を軽減できる
とともに、前後左右への足の滑りを防止することができる。
【００３７】
　（第２実施形態）
　図４は、第２実施形態に係る靴底（履物底）５０およびそれを用いた靴（履物）５２の
構成を示す分解斜視図である。図３に示すように、第１実施形態に係る中敷１０は、靴底
１４の上面１４ａに着脱自在に装着されるものであるが、図４に示すように、第２実施形
態に係る靴底５０は、靴５２と一体となって靴５２の底部を構成するものである。
【００３８】
　図４に示すように、靴底５０は、地面に接触する接地面５４ａを有する本底５４と、本
底５４の上面５４ｂに一体的に設けられた中底５６と、補強部材５８とを有している。そ
して、靴５２を構成する甲皮（アッパー）６０の下端縁６０ａが中底５６の外周縁５６ａ
に接合されている。
【００３９】
　中底５６は、踵を支持する踵支持部６２と、爪先を支持する爪先支持部６４と、土踏ま
ずを支持する土踏まず支持部６６とを有しており、踵支持部６２の下面６２ａには、補強
部材５８が嵌め込まれる略Ｕ字形状の溝状の凹部６８が設けられている。そして、凹部６
８に補強部材５８が嵌め込まれた状態で、中底５６の下面５６ｂが本底５４の上面５４ｂ
に接着等によって接合されている。
【００４０】
　図４に示すように、補強部材５８は、踵支持部６２の外側部を補強する第１補強部７０
ａと、踵支持部６２の内側部を補強する第２補強部７０ｂと、踵支持部６２の後側部を補
強する第３補強部７０ｃとを有している。補強部材５８の形状は、略Ｕ字形状であり、第
１補強部７０ａおよび第２補強部７０ｂが前後方向に延びて直線状に形成されており、第
３補強部７０ｃが略半円形に形成されている。第１補強部７０ａ、第２補強部７０ｂおよ
び第３補強部７０ｃのそれぞれの硬度は、踵支持部６２の硬度より高く設計されている。
したがって、靴５２を履いたときには、踵から受ける荷重によって、踵支持部６２の中央
部が外周部より大きく沈下し、補強部材５８によって踵が安定的に支持される。補強部材
５８は、第１実施形態に係る中敷１０の補強部材２４（図１、図２）と同様に、踵支持部
６２で支持された踵のぶれを防止するとともに、歩行時の正常な体重移動を促す機能を有
している。そのため、第２実施形態においても、第１補強部７０ａの前後方向長さは、第
２補強部７０ｂの前後方向長さより長く設計されている。
【００４１】
　（第３実施形態）
　図５は、第３実施形態に係る靴底（履物底）８０およびそれを用いた靴（履物）８２の
構成を示す分解斜視図である。図４に示すように、第２実施形態に係る靴底５０では、本
底５４と補強部材５８とが互いに独立した部品として構成されているが、図５に示すよう
に、第３実施形態に係る靴底８０では、本底８４の上面８４ａに補強突部８６が一体的に
形成されている。補強突部８６は、第２実施形態の補強部材５８（図４）に対応するもの
であり、中底５６における踵支持部６２の外側部を補強する第１補強部９０ａと、踵支持
部６２の内側部を補強する第２補強部９０ｂと、踵支持部６２の後側部を補強する第３補
強部９０ｃとを有している。
【００４２】
　（他の実施形態）
　他の実施形態では、中敷１０（図２）における補強部材２４（図２）から第２補強部４
４ｂおよび第３補強部４４ｃの少なくとも一方を除去した構成が採用されてもよい。また
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、他の実施形態では、靴底５０（図４）における補強部材５８（図４）から第２補強部７
０ｂおよび第３補強部７０ｃの少なくとも一方を除去した構成や、靴底８０（図５）にお
ける補強突部８６（図５）から第２補強部９０ｂおよび第３補強部９０ｃの少なくとも一
方を除去した構成が採用されてもよい。これらの実施形態においても、踵が外側に過度に
ぶれるのを防止することができるとともに、歩行時の正常な体重移動を促すことができる
。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本考案に係る「中敷」は、婦人靴、紳士靴、スポーツ靴、トレッキング靴等に幅広く利
用可能である。また、本考案に係る「履物底」は、靴の他、サンダル、スリッパ、つっか
け等に幅広く利用可能である。
【符号の説明】
【００４４】
１０…　中敷
１２…　靴（履物）
１４…　靴底（履物底）
２２…　中敷本体
２４…　補強部材
２６…　踵支持部
２７…　凹部
２８…　爪先支持部
３０…　土踏まず支持部
３４ａ…　外側壁
３４ｂ…　内側壁
３４ｃ…　後側壁
４４ａ…　第１補強部
４４ｂ…　第２補強部
４４ｃ…　第３補強部
５０…　靴底（履物底）
５４…　本底
５６…　中底
５８…　補強部材
８０…　靴底（履物底）
８４…　本底
８６…　補強突部
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